
日本細菌学会関東支部 平成 23年会期 第 2回評議員会議事要旨 

 

日時：平成 23年 10月 6日（木）12：00～12：45 

会場：北里大学白金キャンパス本館役員会議室（4階） 

出席：山本友子（支部長）、秋庭正人、石原和幸、五丿井透、滝本博明、丹生 茂、馬場 理、水之江義

充、八木淳二（各評議員）、阿部章夫（第 94回総会長）高屋明子（幹事） 

欠席：大西 真、小出幸夫、関崎 勉、田口晴彦、平澤正知、松下 秀（各評議員） 

 

議題 

1．平成 23年会期会計途中報告 

平成 23年会期の会計途中報告について、山本支部長より資料に基づき説明があった。 

 

2．平成 24年会期会計予算案 

平成 24年会期の会計予算案について、山本支部長より資料に基づき説明があり、満場一致で承認さ

れた。 

 

3．第 96回日本細菌学会関東支部総会長の承認 

  第 96回日本細菌学会関東支部総会長として、東京大学 関水 和久教授が満場一致で承認された。 

 

報告事項 

1．第 94回日本細菌学会関東支部総会開催状況 

   総会長の北里大学 阿部 章夫教授から、第 94回日本細菌学会関東支部総会が参加者 100名強で

開催されていることが報告された。昨年のインターラボセミナーで出された意見に基づき、参加費

を無料として若手のエンカレッジのための【若手対象ワークショップ】企画などについて報告され

た。 

 

2．第 95回日本細菌学会関東支部総会準備状況 

総会長の東京慈恵会医科大学 水之江 義充教授から口頭にて報告があった。第 95 回日本細菌学

会関東支部総会は化学療法学会・感染症学会合同東日本総会と同時開催で期日：平成 24年 10月 10-12

日、場所：ホテル日航東京（台場）にて行うことが報告された。 

 

3．評議員選挙結果 

   山本支部長より資料に基づき選挙結果が報告された。 

 

4．各種委員会報告 

学術集会委員会 

 ・第 94回日本細菌学会関東支部総会で Best presentation賞の審査を行っているとの報告があった。 

 ・平成 23 年 8 月 2 日に行った緊急セミナー「緊急セミナー：腸管出血性大腸菌の今」（日本細菌学会

関東支部・ICD制度協議会共催）について、水之委員長により資料に基づき説明があった。 

 

活性化委員会 

 ・「インターラボセミナー」開催募集について 1件（国立感染症研究所 田辺公一先生）の応募があり、

メイル会議にて助成を検討中との報告があった。 

 ・メイリングリストについて順調に運用されていることが報告された。 

 

編集委員会 

・本年度の活動報告について、資料に基づき報告された。 

 

評議員選挙システム検討委員会 

・馬場委員より、次回の選挙までにシステム運用についてより周知の徹底が必要であるとの説明があ

った。 

 


